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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
の
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
通
常
総
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
根
室
・

釧
路
管
内
の
商
工
会
長
や
商
工
会
議
所
の
会
頭
ら

人
が
出
席
。
総
会
終
了
後
に
は
地
元
関

係
機
関
へ
の
要
望
会
を
実
施
し
、
懸
案
事
項
の
早
期
解
決
に
向
け
て
協
力
を
求
め
た
。
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事業内容や設備の説明を受ける

役員・議員ら

　
当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の
リ
バ

ー
サ
イ
ド
活
性
化
委
員
会
（
合

林
裕
也
委
員
長
）
担
当
の
６
月

例
会
が

日
（
火
）
午
後
６
時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
、
お
よ
そ

人
が
出
席
。

　
本
例
会
で
は
、
釧
路
川
リ
バ

ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア
の
活
性
化
に

向
け
て
実
現
可
能
性
の
あ
る
具

体
策
を
検
証
す
る
た
め
、
札
幌

大
通
ま
ち
づ
く
り
㈱
の
服
部
彰

治
取
締
役
統
括
部
長
と
釧
路
ス

タ
ジ
オ
実
行
委
員
長
の
伊
東
尚

悟
市
議
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
発
表
で
提
案

さ
れ
た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
エ
リ
ア

の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
設
立
案
を
受
け

て
、
服
部
部
長
は
「
他
地
域
と

同
じ
こ
と
を
す
る
の
で
は
な

く
、
街
の
特
性
を
生
か
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
が
重
要
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
。
伊
東
委
員
長
は
「
市

民
に
も
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
共
有
し
、
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。

日に行われた６月例会

要望書を手交する山田代表幹事（右から２人目）と

井上釧路開建部長（右）

　
当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
管

内
２
つ
の
商
工
会
議
所
と

の

商
工
会
で
構
成
さ
れ
、
両
圏
域

の
力
を
結
集
し
、
根
室
・
釧
路

圏
が
抱
え
る
懸
案
事
項
の
早
期

解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
し
て
い
る
。
代
表
幹
事
に
は

山
田
康
志
根
室
会
頭
と
栗
林
定

正
当
所
会
頭
、
幹
事
は
根
室
管

内
商
工
会
連
合
会
の
上
原
芳
昭

会
長
、
釧
路
管
内
商
工
会
連
合

会
の
田
中
進
会
長
が
務
め
て
い

る
。

　
冒
頭
、
山
田
代
表
幹
事
は
「
高

規
格
道
路
な
ど
の
整
備
や
一
次

産
業
、
観
光
業
の
振
興
、
防
災

対
策
な
ど
の
懸
案
事
項
が
山
積

し
て
い
る
が
、
皆
様
の
英
知
を

結
集
し
、
地
域
の
懸
案
事
項
解

決
に
向
け
て
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
議
事
で
は
、
令
和
４
年
度
の

事
業
報
告
や
令
和
５
年
度
の
要

望
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明
さ
れ

た
ほ
か
、
要
望
項
目
の
審
議
で

は
、
新
規
２
件
、
内
容
の
一
部

変
更
が

件
、
継
続

件
の
合

計

件
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
新
規
で
は
『
道
立
広
域
公
園

の
建
設
早
期
実
現
』
と
『
北
方

墓
参
自
由
訪
問
な
ど
の
北
方
四

島
交
流
事
業
の
早
期
再
開
』
に

関
す
る
項
目
を
追
加
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場

に
て
代
表
幹
事
と
幹
事
よ
り
釧

路
総
合
振
興
局
の
木
村
英
也
局

長
、
根
室
振
興
局
の
須
田
光
政

副
局
長
ら
に
要
望
書
を
手
渡

し
、
地
域
の
現
状
を
訴
え
た
。

　
ま
た
、
釧
路
開
発
建
設
部
で

の
要
望
会
で
は
、
山
田
代
表
幹

事
が
井
上
勝
伸
部
長
に
要
望
書

を
手
交
し
、
懸
案
事
項
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う
要
望

し
た
。
井
上
部
長
は
「
北
海
道

に
は
食
料
や
観
光
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
他
地
域
で

は
代
替
で
き
な
い
も
の
が
多
く

あ
る
。
北
海
道
の
定
住
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
効
率
的
か
つ

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
今
後
、
当
機
構
で
は
７
月

〜

日
に
札
幌
と
東
京
の
関
係

省
庁
を
訪
問
し
、
中
央
要
望
を

行
う
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振興委員へ感謝を述べる森村副会頭
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第
１
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
が

日
（
月
）
午
後
１
時

分
よ
り
釧
路
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
事
業
運
営
な
ど

を
審
議
し
た
ほ
か
、
会
議
終
了

後
に
は
、
北
海
道
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
課
の
神
田
美
好
課

長
補
佐
、
東
間
達
也
係
長
を
講

師
に
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　
商
工
振
興
委
員
制
度
は
、
委

員
が
当
所
と
小
規
模
事
業
者
を

つ
な
ぐ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、

経
営
者
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
各
種
情
報
提
供
や
相
談
者

の
紹
介
な
ど
に
協
力
す
る
制
度

で
、

年
目
を
迎
え
る
。

　
冒
頭
、
森
村
好
幸
当
所
副
会

頭
よ
り
委
員
へ
日
頃
の
協
力
に

対
す
る
感
謝
を
述
べ
「
コ
ロ
ナ

が
５
類
へ
と
移
行
し
た
も
の
の

原
材
料
や
燃
料
価
格
の
高
騰
に

よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い

て
い
る
。
会
議
所
と
し
て
委
員

の
皆
様
に
ご
協
力
頂
き
な
が
ら

事
業
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
委
員
は
地
区
・
業
種
別
に

人
で
新
た
に
柿
田
英
樹
氏
、
美

濃
部
康
仁
氏
が
就
任
し
、
森
村

副
会
頭
か
ら
委
員
を
代
表
し
て

小
林
嘉
明
運
営
委
員
長
へ
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
今
年
度
の
活
動

と
し
て
産
業
視
察
研
修
を
行
う

こ
と
や
事
業
継
続
力
強
化
支
援

計
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
当
所

と
連
携
し
て
周
知
を
進
め
て
い

く
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
承
認

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
で
は
『
北
海

道
経
済
産
業
局
に
お
け
る
省
エ

ネ
取
組
に
つ
い
て
』
と
題
し
て

省
エ
ネ
に
取
り
組
む
意
義
や
メ

リ
ッ
ト
、
補
助
事
業
に
つ
い
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
神
田
氏
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

視
え
る
化
に
よ
っ
て
光
熱
費
を

削
減
す
る
こ
と
は
利
益
の
確
保

や
経
営
力
強
化
に
つ
な
が
る
」

と
述
べ
、
省
エ
ネ
診
断
や
経
産

局
の
省
エ
ネ
補
助
金
の
活
用
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。
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釧
路
市
の
補
助
事
業
と
し
て

日
本
製
紙
㈱
釧
路
事
業
所
内
の

倉
庫
で
実
施
し
て
い
る
『
完
全

閉
鎖
型
陸
上
養
殖
事
業
実
証
実

験
』
の
施
設
見
学
会
を

日

（
木
）
に
開
催
し
、
当
所
役
員

・
議
員
ら
が
参
加
し
た
。

　
当
所
で
は
『
産
業
の
育
成
振

興
』
を
事
業
計
画
の
一
つ
に
掲

げ
、
釧
路
の
水
産
業
活
性
化
の

た
め
養
殖
の
事
業
化
へ
向
け
た

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
実
験
は
、
寒
冷
地
で
の
サ

ケ
マ
ス
完
全
閉
鎖
型
陸
上
養
殖

の
実
施
モ
デ
ル
構
築
や
遊
休
施

設
で
の
近
郊
型
陸
上
養
殖
の
有

効
性
検
証
を
目
的
に
、
㈱
ウ
イ

ル
ス
テ
ー
ジ
（
大
谷
洋
士
代
表

取
締
役
）
が
実
施
し
て
い
る
。

　
施
設
で
は
、
水
質
浄
化
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
水
槽
内
の
水
を
循

環
さ
せ
る
こ
と
で
外
部
の
影
響

を
受
け
な
い
た
め
、
疾
病
の
感

染
リ
ス
ク
が
低
い
環
境
で
飼
育

が
可
能
。
ま
た
、
水
流
や
水
温
、

塩
分
濃
度
を
調
整
で
き
る
ほ

か
、
倉
庫
内
の
照
度
を
調
節
し

魚
に
季
節
感
を
与
え
る
こ
と
で

美
味
し
い
生
食
用
シ
ロ
サ
ケ
の

生
産
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
廃
校
や
Ｕ
Ｒ
団
地
な

ど
を
活
用
し
養
殖
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
大
谷
氏
は
「
事
業

化
を
進
め
る
に
は
地
元
企
業
の

協
力
が
必
要
。
釧
路
で
も
空
き

ビ
ル
な
ど
を
活
用
し
て
い
け
れ

ば
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

　
当
所
で
は
、
講
習
会
『
デ
ジ

タ
ル
時
代
の
帳
簿
管
理
！
基
礎

と
実
践
で
分
か
る
電
子
帳
簿
保

存
法
』
を
、
７
月

日
（
火
）

午
後
３
時
か
ら
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
電
子
帳
簿
保

存
法
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
実

務
的
な
対
応
、
対
策
に
有
効
な

ツ
ー
ル
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

　
受
講
料
無
料
で
、
定
員
は

名
（
先
着
順
）
。
受
講
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
７
月
６
日

（
木
）
ま
で
に
当
所
経
営
相
談

課
０
１
５
４
（

）
４
１
４
３

ま
た
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
子
帳
簿
保
存
法
の
基
礎
学
ぶ

７
月

日
に
講
習
会

　
『
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
』
は
、
持
続
的
な
経
営
に

向
け
た
経
営
計
画
に
基
づ
く
販

路
開
拓
な
ど
の
取
組
や
そ
の
取

組
と
併
せ
て
行
う
業
務
効
率
化

（
生
産
性
向
上
）
を
支
援
す
る

た
め
、
そ
れ
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
補
助
金
は
通
常
枠
が

万

円
、
賃
金
引
上
げ
枠
・
卒
業
枠

・
後
継
者
支
援
枠
・
創
業
枠
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
が
上
限

で
、
補
助
率
は
２
／
３
（
一
部

３
／
４
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
補
助
金
は
採
択
制
で
、
公

募
は
９
月
７
日
（
木
）
ま
で
で

す
が
、
経
営
計
画
書
の
策
定
や

必
要
書
類
の
準
備
等
に
時
間

を
要
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
に
ご
相
談
下

さ
い
。

持

続

化

補

助

金

第

回
公
募
９
／
７
ま
で


